
72 
 

資源評価調査事業－Ⅵ 
 

イカナゴ 
 

 

小林智彦・岡田 誠 

 

目的 

イカナゴ伊勢・三河湾系群は，適切な親魚資源量確保

のための終漁日設定等，順応的な資源管理が実施されて

きたが，近年は資源減少が著しい。本事業は関係機関と

協力してイカナゴの資源状況の把握に向けた調査を行

い，資源回復のための知見収集を目的とする。 

 

方法 

イカナゴは，水温が 21℃前後に達する 6～7月から  

14℃を下回る 12月頃まで，伊勢湾口部の出山海域で夏

眠する（山田，2011）。このため，近年では水温 14℃

前後となる 1月上旬以降に夏眠から覚めて捕食されやす

くなると想定し，令和 6年 1～2月に鳥羽磯部漁協管内

で水揚げされたマダイ，ブリ，サワラ，スズキの胃内容

物を合計 20個体分調査した。 

 胃内容物は目視確認できるものは種同定のうえ取り除

き，種類不明な消化物は魚種毎に混合してそれぞれ 1サ

ンプルとした。次にリアルタイム PCRを用いた種特異

的解析により，サンプル中にイカナゴ特有の遺伝子配列

を探索した。分析に用いたプライマーとプローブの配列

は表 1に示した。また，陽性対照はイカナゴのミトコン

ドリアシトクロム遺伝子領域 Bの配列の一部を合成し

た（図 1）。 

 

結果及び考察 

 目視では，イカナゴは確認されず，カタボシイワシと

カマス科が出現した。リアルタイム PCRにおいても，

イカナゴの遺伝子は検出されなかった（表 2）。鵜嵜他

（2015）によれば，本調査に用いた 4魚種は 2012～   

2013年にイカナゴを捕食しており，スズキとブリはイ

カナゴの主な捕食者と位置づけられている。本調査の結

果からは，伊勢湾及び湾口部周辺に生息するイカナゴ捕

食者がイカナゴを捕食している証拠は得られず，イカナ

ゴ親魚の減少が示唆された。 

 

愛知県では，10月に出山海域での夏眠魚調査，12月

下旬と 1月上旬に伊勢湾湾口部でボンゴネット調査，1

月下旬と 2月中旬，下旬に伊勢湾・三河湾でボンゴネ

ット調査，2月中旬，3月上旬にカイトネット調査を行

ったが，いずれの調査においてもイカナゴは確認され

なかった（愛知県，2024）。3月には三重県と愛知県

の漁業者による試験操業も行われたがイカナゴは確認

されなかった。規模の大きな操業でもイカナゴは確認

されなかったことから，イカナゴ資源の加入減少も深

刻な状態であると考えられる。 

なお，調査結果をもとに三重県と愛知県の各漁業者代

表が協議した結果，イカナゴ資源量は回復していないと

判断され，9期連続の出漁自粛となった。 
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表 1．プライマーとプローブの配列 

図 1．陽性サンプルの配列 

表 2．イカナゴ種特異的解析の結果 

サンプル名 反復数 増幅した反復数

マダイ 4 0

ブリ 4 0

サワラ 4 0

スズキ 4 0

陽性対照 1 1

陰性対照 1 0


